
t1 1̀）|il；人企業メI9•)協議会

l 9 9 :3 ：年）良！｝＼三？終 j女ていl又↓こ-)て←郷：省弓
1\ ブル経梢Il)IIiり後の厳しし、経梢園1舵 lヽーでスク—- | l.，1 -. I : 1 9 2年）！しは予想し、収しcl;l気
0) |9 91 復に拒らず、，1` し）—-ー／怜深刻な不況(/)91 9で終わろうとし←（．し＼成す＂ ：企難メセ・｝に関する

マ入コミ 0.)諭調は90年1伐から 9 1 年J(tl、．みら｝した J うなブー←ム的な仇＇え j）から—ー I|b；して

あたかし，f｛迅してし＼るかのようなbO)へと変わり、さらにはメセナ0)灯を守ろうとする．I．i

|h]へ転ずるなど、メldをやってしヽる方し、ながめているjibメセ-)0) ｛|：リカを校索して

し1るような印象をあたえる』「間であったと汀え．；tす。企業のメセナ括動t」企業紆','!_¥・(f）熊
化にともない、金額的な縮小を余1i似なくされた企業が多くあったこと l.：-III吼llされますが、

••••Ji ては企業内紺戦に担当部＇料を設けたリ、 Jjl.Ilt或いは恨数の介業が協｝）して、文化杭li/iりを

設けるなどメセ）が許実にILがりつつあること11’ll実であり注すリメセナと,,¥ ・)日虻0)知

名／虻は1：がってbメセナに対するJ-［休的な認識や取り組み燦努は理想にi絞べて成だ距離が
あると甘わざるをえまll/,9。このようなIJI、状な好えるとき、メセナ0))軋念をJi＇」1，:|1させる当
協誂会の役割はよす庄すi[（嬰になってきていると言え：I:Sに従って、当協議会O)!j¥'.業括動

-t）介業に対する1，均発・ ¥'『及’Ir業にさらに））を人，11,Cし1くとともに、企翌がメセナ括動をし

やすくするようなJ]lJitを具休的に実J),＼することが必i嬰であります。し::.o)ような企業の動I;,1

に刺激されて、地jj|＇l `h'淋 •b 文化販即こ））を人れ始めてし 1 寸｀すが、大 Ji しよ l-l変わらず文化

施設0)り1厨いったハードのjc実に熱心で、そ0)）Il[＇料；や地区の文化振り＼！には IIJJ/怖なJlI！念を

枯―ち合わせていないのが現状です，，そこて出来上がった施設0)邪＇，l)＇:などに企業の））を期待

する窄女し力'tl'liまっております。粁協議会としてこうした現状に対応していくことも爪嬰で

あると朽えます。以1--.0）ような99i協議会を取り粒く諸J¥l)化をれ1.1¥!し］ t） ｛) ：J年）l)'.0)1if業は

次の 3、点を中心に進めて式［、ヽ リまJ。

①企業及び一般に対する桃発・＼lr及括動の允実

セミナーの内容を改節し介業のメI9•J--ILI ",1れの業務(ik)J(／）1{，1 1・．を図リよす。

悔外から専門家を招IIり）しメセ` ー）につし＼ての認識を泊j,Iります。

9'i協賊会の出版物を新し、 11梵0)人々 への将発に役＼＇r．つようにします。
＠）メセ．/・を実施しやすいri11岱叫I認1せ

9',1協議会ではII'厨H¥JIメ・I:ー）に関する、rjM|，l/1←. d) （翡姐ill'，ii'!'・ーを大蔵省にりせ沼致しました。

しかし、大l|9/iな税，収滅が見込J、れるJ―JI，:1人からみて、抜本的税制改Iじの実JJ,！は非‘ii1，1こ難

L、しヽ状況に，I;， 1) ます。そのなかで、少し c•bメじ）を実／他しやすくする当I(1io)策とし

て9'i協賊会(/)'1―,’i定公益J(,l迎怯人化があります"/illら、企菜が当協議会を経111して支援

した場合免税になるJj領でl,） ｛） 3り渡は1守定公益増進t)：人の実JJ!に向けて関係省／i・
と1/i衝して甜ぃります

③1―i政とJ.＼＇」Illが協力して文化を支えてし9るi/ij外！／r／ダ,10)/,JI條

ゾ、イス・ドイツに視寮1、JIをiilti1！し、地Jil‘| l{i (4、と企繁、 Iiil{，（1)文化文1災(1)現：1人を視寮

し、 II木に適応する汎を探・）てよしヽリ：J:す，、

'Ir業，11|di0) jし（本的内容及びIIl(文9i|IIhi寮は次(I)．ii0リCあり 1-,1―"

l 



1. 1903年疫収入fll価i

I.I 会判収入

l 993年2月24日現在、正会員は177・tl:4661二1、t¥'！会員は38tl.42日となっており

ます。 1993年疫の予罪糾｝戊上の会員猥得日原を一），ぷ、正会且 34 日合 ilI•I□ 1 数 5001::J 、

祁会員8「l合叶l_1数50日とし、会判lI.I(人合計13,JOOJJIりを見込み出した。

I. 2 事業収入

メセナ誌の売J:．収入を180)］|’l、メセナ誌広告1|！人3GO万円，セミナー節の参

Jill買収人を 110刀1りと見込んでり1業翡11凡入iII.050)i1りとしました。

1. 3 雑収入その他

受取利息などで250刀l'lを見込んでおります。

2. 111 業 II•i!ji 

2. l i，府発・普及事業

2. I. I 会員乱1話会

これまでと 1司様に通？i［総会のあと、会員の親It伶と11'/恨交換の場として年21りI

柑1/1じいたし出す。

2, 1, 2 定/§1)会

会 l1企業とアーティストや文化 l'1|I•I；との ill][J!l!i府の場とする定／夕，I) 会は今年

疫は6回（「間宵社者たちとのりリIイテ1]＇，1,-7’メン1‘＇レッ灼」 「MUSICTOOAY'92」

「9ントリーかル見学」 「佐樅からの芸衛発／け」 「出1_li［之氏開柑［会」 「P3見学」

) 1}！I IIiiしました。 1993年殷も同様に年GI廿/!I,！殷いろいろな芸術文化に触れる槻

会を企軋iiしてまいり出す。

2. I. 3 企業メセナセミナー

会員企業のメセナju当打を対象に、企業メセナの実務を修得することを目

的に行っている企業メセナセミナーは、 1993年疫は次の3本をll：として1}lllIiiし

てまいります。

(1)企業メセナセミナ一人l"I紺

新しくメセナの担当になった方／｛を対象1こ、 /991年疫に行ったような「

メセナ11災論」船）tliを1~2回l}！liii！します。

(2)「メセナの現場は今ーケーススタディ①」

今日の厳しい経梢状況の中、会ll企業のメセ・｝jll当者が相互に現場の状

況を具休的に報告し、ノウハウを公1Jりする会員企業の会員企業によるセ

ミナ・-冷:！ド61nlf月1lll{II；し出す。



(3)芸術鼎i)＇|!「アートを学ぶ：今 Hの芸術」

今年1i[IJil(1itしたセミナー「アートを呼ぶ」が、各芸術分野の通史を学ぶ

如蘭知識購）91fであったのに対し、 1993年1斐はその延J厄として、現在の芸

術状汎を11収観するi!ml£を年410|｛間1}Il(II！し出す。

2. l. 4 アー 1、マネジメン 1、i!i,｝)，11

芸術 l•J| ｛木などを対象 1こした外部 [iiJ し）鼎け〖であるアートマネジメント開朋は

1993年7月1こ、米国コロンピア大学ジ nーン・ジェフリー教授を1{llr.りして開I/iii

いたします。

2. 1.5 !Jl針ぎJし／il!

他のHI{KO)祈動で企業メセナの将発・将及1こ役立つものがあれば共Iii！で爽

施して虫いります。 l80 I、1992年ISi'は文化パステルとの共(1りで「文化フロン

ティア会訊」を1lIiき、 NII[（教育テレビで放映され、注目を机めました。今

年1J1:も「文化フロンティア会議'93」を文化パステルとの共(II！で実施するなど

利｛｛巫的に対応してまいり出す。

2̀2 tflfl！躯配・仲介！］i業

2. 2. I メセナ誌

メセナ桔は従来ど•おり 3 か月 1iJ に発行いたしますが、内容的には IJII 係者の

参考となる1fli甘研究誌としての性格を深めて、一部僣/,1;での販売や定期II,1r読

制を予定してい出す。また、 !IIijil五1からのインフォーメーシ nンやIUJ/戊要li/

h'1tlじ等をまとめた会員企業向けニューズレターを 2か月鉗に発行いたします。

2.2.Z メセナモデルliJf究会

今年疫l司様、、 fi/1時1lll{iI！していきます。

2. 3 調査・研筑！）［業

2. 3. I メセナ,,,歯

『メセナ白 f'・l'93』は各企業のメセナ祈動の実／瓶状況データに加え、各企業

のメセナにIJ!Jする j,［本的な方針や井え方を訓杏するとともに、バプル／1）IJ閃が

メセナ祈動に与えている影栂なども調府項目といたします。なお、発行は9月

の予定です。．

2, 3. 2 調査11）r究

『メセナ1Clf!f 』以外にも協議会として収り ill も~べき調jtf 研究を行って出い
ります。今1噂はメセナに関する一般の意識闘杏を実施しましたが、 1993年

庶は芸術家側のメセナにIJ!Jする意識9l:,1位を実／血いたします。



2. 4 副彰爪業

2. 4. I メセナ大買

第3回メセナ大買1こつき由しては、）9［本的に第IIり1、第21訃を『ii脱してまいり

ます。

2. 5 国際交流事業

2, 5, 1 スイス・ドイツ視察旅行

スイスのフィリップ・プランシュワイグ氏をオーガナイザーとして'、 1993

年lo月31日より 11月1011Iこかけて、スイス・ドイツヘのメセナ視察・交樅旅

行を予定しています。

2, 5. 2 3周年記念事業・ 1tw;！シンボジウム

5月17日～20日、ウィラード・ブッチ 1r- B C A iii（会長を日本に迎え、 「不

況下における文化支援」についての開ii;［と、今悛の日米のメセナの方向や協

））関係郭を考えるためのシンポジウムを1}il/1iiいたします。

2. G IリJI如11業

企業と協力して、芸術文化i9’iin）1への肋成を行って出いります。

3. 収支予郭案

収支予打寮は）／l/紙のとおりです。


